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在庫材料を入力したい（在庫管理したい） 

※現在、KANAME には、在庫管理の機能はございません。在庫管理用に応用した使用方法となります。 

在庫材料を工事に使用した（自社在庫から使用した材料を工事台帳に記録したい場合） 

① 事前準備 TOP メニューから[マスタ]⇒[取引先マスタ]を開き、[新規作成]で在庫用の取引先を新規登録します。 

（1）業者分類で「☑材料」に☑を入れます。 

    会社名で「自社在庫（任意の名称）」と入力します。 

（2）[閉じる]をクリックします。 

（3）[はい]をクリックします。 

 

 

② 事前準備 TOP メニューから[保守]⇒[見積用データ]を開き、在庫分の材料を登録しておきます。 

（この手順は省略しても問題ありません。登録しておくと、工事台帳で材料費を入力する際、内訳取込が利用できるため便

利です！） 

（1）[新規作成]をクリックします。 

（2）大項目：「在庫用」などとしておくとフィルタで検索しやすくなります。他、材料の名称などを入力します。 

（3）[OK]をクリックします。 

  

登録したい在庫が複数ある場合は、[インポ

ート]で CSV 取り込みも可能です。詳しくは

担当営業または KANAME ヘルプデスクまで

お問合せください。 
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③ TOP メニューから[受注・請求業務]⇒[工事台帳]の材料費タブを開き、使用した在庫材料を入力します。（在庫材料を

1 つ使用した場合と複数使用した場合の入力パターンがあります。該当の手順をご参照ください。） 

自社在庫から材料を 1 つ使用した場合 

（1）P1①事前準備で登録した取引先を選択します。 

（2）（P1②事前準備で見積用データに在庫用の材料を登録している場合）[内訳取込]をクリックします。（見積用デ

ータがない場合は、直接名称などを入力してください。） 

（3）[OK]をクリックします。 

 

（4）取り込むデータを選択します。 

（5）[選択して閉じる]をクリックします。 

 

（6）「日付」と「支払確定日」は任意の日付（在庫を使用した日など）を入力してください。 

   「数量」や「単価」は任意で変更してください。 
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自社在庫から材料を複数使用した場合 

注文書機能を利用して、複数の材料を登録します。 

（1）P1①事前準備で登録した取引先を選択します。 

（2）[注文書発行]をクリックします。 

 

（3）（P1②事前準備で見積用データに在庫用の材料を登録している場合）[内訳取込]をクリックします。（見積用デ

ータがない場合は、直接名称などを入力してください。） 

 

（4）取り込むデータを選択します。 

（5）[選択して閉じる]をクリックします。 

 

（6）使用した在庫材料を選択した後、[閉じる]をクリックします。 

（7）[はい]をクリックします。 
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（8）[再計算]（または[再読込]）をクリックします。（作成した注文書の情報を反映させます。） 

（9）[支払反映]をクリックします。 

（10）[OK]をクリックします。 

 

 

（下図：支払反映後の「材料費タブ」） 

 

 

[支払反映]をクリックすると[材料費

支払]に情報が反映されます 

材料の内訳を見たいときは、[注文

書開く]をクリックしてください。 

[再計算]をクリックすると作成した注

文書の情報が反映されます 
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＜在庫管理＞在庫の補充をしたので、在庫が増えたことを記録したい場合 

① 事前準備 在庫用の取引先登録と在庫材料のデータ登録を行います。（P1 の事前準備①と②をご参照ください。） 

② 事前準備 TOP メニューから[受注・請求業務]⇒[工事台帳]を開き、在庫用の工事台帳を作成します。 

[新規作成]で工事台帳を作成します。 

（1）「受注区分」「担当」を選択します。（受注区分は、任意で「社内」や「在庫」など作成すると工事一覧で検索しやす

くなります）」 

（2）[現場選択]をクリックします。 

（3）[新規作成して選択]をクリックします。 

 

（4）「現場名」を入力します。（「自社在庫」などわかりやすい名前で OK です。） 

（5）[顧客選択]をクリックします。 

（6）[新規作成して選択]をクリックします。（工事台帳作成のため、顧客の登録が必要です。） 

 

（7）「会社名」を入力します。（「自社在庫」などわかりやすい名前で OK です。） 

（8）[閉じる]をクリックします。 
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（9）[OK]をクリックします。 

 

 

③ 注文した在庫分の材料の入力をします。 

（1）[材料費]タブをクリックします。 

（2）P1①事前準備で登録した取引先を選択します。 

（3）[注文書発行]をクリックします。 

 

（4）（P1②事前準備で見積用データに在庫用の材料を登録している場合）[内訳取込]をクリックします。注文した在

庫材料を選択します。 
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（5）「数量」を任意で変更します。 

（6）「備考」に「〇/〇在庫分」など入力しおくと、材料費タブの一覧で確認可能です。 

（7）[閉じる]をクリックします。 

（8）[はい]をクリックします。 

 

（9）[再計算]（または[再読込]）をクリックします。（作成した注文書の情報を反映させます。） 

 

 

※在庫分の材料を 1 つだけ入力したい場合は、P2 の「在庫材料を 1 つ使用した」と同じ手順で入力してください。 

 

 

 

 

[再計算]をクリックすると作成した注

文書の情報が反映されます 
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＜在庫管理＞自社在庫を使用したので在庫が減ったことを記録したい場合 

① 事前準備 P5「在庫用の注文をした（在庫用）」の手順で、在庫用の工事台帳および、注文した在庫材料の入力を行

います。 

② 使用した材料の入力をします。（在庫を減らします） 

在庫材料が 1 つ減った場合 

（1）P1①事前準備で登録した取引先を選択します。 

（2）「支払確定日」は任意の日付（在庫を使用した日など）を入力してください。（「日付」は任意で変更してください） 

（3）（P1②事前準備で見積用データに在庫用の材料を登録している場合）[内訳取込]をクリックします。（見積用デ

ータがない場合は、直接名称などを入力してください。） 

 

（4）取り込むデータを選択します。 

（5）[選択して閉じる]をクリックします。 

 

（6）「数量」を「－（マイナス）」を付して変更します。（在庫を減らすので「－」を付します。） 

（7）[再読込]をクリックします。 
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在庫材料が複数減った場合 

注文書機能を利用して、複数の材料を入力します。 

（1）P1①事前準備で登録した取引先を選択します。 

（2）[注文書発行]をクリックします。 

 

（3）（P1②事前準備で見積用データに在庫用の材料を登録している場合）[内訳取込]をクリックします。（見積用デ

ータがない場合は、直接名称などを入力してください。） 

 

（4）取り込むデータを選択します。 

（5）[選択して閉じる]をクリックします。 

[再読込]をクリック前の金額は、材料費 10,440 ですが、 

[再読込]をクリックすると 

右図のように、減らした在庫 

金額が反映されて 

材料費 9,660 となります。 
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（6）「数量」を「－（マイナス）」を付して変更します。（在庫を減らすので「－」を付します。） 

（7）「備考」に「〇/〇 △△工事使用分」など入力しおくと、材料費タブの一覧で確認可能です。 

（8）[閉じる]をクリックします。 

（9）[はい]をクリックします。 

 

（10）[再計算]（または[再読込]）をクリックします。（作成した注文書の情報を反映させます。） 
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※重複しますが、現在、KANAME には、在庫管理の機能はございません。在庫管理用に応用した使用方法と

なります。上図のように、工事台帳のオレンジ色部分の集計金額で、在庫の合計金額を把握することは可能で

す。数量の管理については、備考欄（「〇/〇時点 在庫数△」など記載）を活用し、ご利用をお願いいたしま

す。また、材料単品の在庫管理についても同様に備考欄を活用いただくか、材料ごとに工事台帳を作成してご利

用をお願いいたします。 

 

[再計算]をクリックすると作成した注

文書の情報が反映されます 

[再読込]をクリック前の金額は、材料費 9,660 ですが、 

[再読込]をクリックすると 

右図のように、減らした在庫 

金額(2,440)が反映され 

て材料費 7,220 となります。 


